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une personne internationale sui generis ）であり、他のいかなる主体とも比較できないような国際法の主体である
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べき非加盟国に対して損害賠償を得るための国際的な請求を行うことが か、それとも、当該非加盟国は、国連の国際的な請求を行う能力を否認できるかという問題に答えなければならなかった。この難問に直面した裁判所は、詳細な論証を省略して、この場合にも国連が請求権をもつことを認める観点から、次の に述 た。「国際社会の大多数を構成する五〇カ国は、国際法に従って国際的請求を行う能力とともに、たんにこれらの国のみによって認められたのではない、客観的 際人格（
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た。彼によれば、法人格の理論は、 「法的現象の科学的な意見としては、その基礎がまったく不正確で根拠がなく、その帰結（results ）を誤解させるもの」であった。また、人ではない権利主体を「法人格者」と呼ぶことにも異議を唱えて、 「法的実体」 （
legal 
entity ）の概念の使用を提唱した。
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取得と処分、訴訟の提起がある。国内法の概念や 理を国際法の領域で類推・適用することには慎重でなければならない。しかし、国際法の多くの規則やそれらを含む制度が国内法の規則や制度の類推 拡大 縮小 どの必要な変更を加えて適用されてきたことは否定できない。事実、国連憲章第一〇四条 「 際連合 特権及び免除 関す 条約」 （ 「国連特権免除条約」 ）第一条、 「専門機関の特権及び免除に関する条約」 （ 「専門機関特権免除条約」 ）第二条は、それぞれ国連と専門機関が加盟国における法人格をもつことを明示的に規定し、次の能力（英語、フランス語、スペイン語では
capacity, capacité , capacidad ）をもつことを定めている。⒜契約を




専門機関特権免除条約の関連規定では、国連などの加盟国の国内法上の行為能力を示すものとされている。本稿で 際法上 権利能力と行為能力を以下のような意味 用 る。権利能力は、国際組織を含む 主体の国際法上の権利義務をもつ資格をさし、
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“International legal personality is sim
ply legal personality under the international legal system
. It is the status enjoyed by subjects of 
international law, denoting their capacity to bear rights and duties under international law. By rights and duties of international law
 are m
eant 
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Ibid., p.（（（ .  裁判所は、本件における国連の「国際請求を提起する権能」を請求の確定、提示及び解決のために国際法で認めら
れた通常の方法に訴える能力であるとした。そして、その方法として、 「国際法によって認められた の確定、提出及び解決のために国際法によって認められ 通常の方法である抗議 調査の要請、交渉、合意に基づく仲裁裁判または（当裁判所）への付託」を
（（（42‐2‐（（）国際組織の国際法人格の理論と実際（一）（東）
あげた。
















ば、国連が加盟国の負っている義務を 用できる 体であることを意味するとした。裁判所は この勧告的意見において国連の「国際的人格」 （
interanational personality, personnalité  internatinale ）と表現し、 「国際法人格」 （





























Ibid., pp.（（9-（（0 .  裁判所は、このように、国連が職員の職務遂行中に受けた危害に関して、国連自身が損害を被ったとして、賠
償を請求できることも明確に認めた。裁判所によれば、国連が自己に対する 義務違反によって損害を被った場合に、国際請求を行う能力を持つ には、疑問の余地はなかった。この損害 、国連自身の利益、行政的組織 財産や資産、擁護者であ 利益に対する損害について責任を負うべき加盟国に対して国際的請求を行うことが可能であった。
（
3（） 
Ibid., p.（（（ .  裁判所は、国際連合の国際法人格が非加盟国に対しても主張できるような「客観的国際人格」であり、国際社会の
大多数を構成する多数の国家（
（0ヵ国）が、 「国際法に従って」このような客観的国際法人格をもつ組織を創設する権限をもってい
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